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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電源部と光源部及びミラーレンズとからなり、このミラーレンズが格納される窪み部を
設けて、この窪み部の前端に上記ミラーレンズを起立及び倒して格納可能に軸支してあり
、この窪み部の後部に光源部を配し、この光源部の後部に電源部を配設し、上記窪み部の
後部に銃への取り付け孔を設けてあり、
　上記窪み部を構成する側壁にバネ弾力によりミラーレンズ側に弾圧されたレンズホルダ
ー跳ね上げ操作部を前後方向に移動可能に設けてあり、この操作部の内部に設けた係止片
をレンズホルダーに設けた係止部との係合によりレンズホルダーを格納位置に係止格納す
るようにしてあり、
　照準装置本体にキャップ体を開放自在に設けてあり、
　キャップ体の側壁内面にカム傾斜部を設け、キャップ体の閉じ位置でこのカム傾斜部が
照準装置本体の跳ね上げ操作部の係止部との係合状態を解除するようにしてある、
ことを特徴とする小型照準装置。
【請求項２】
　上記ミラーレンズの起立状態で光源部への通電をＯＮとし、ミラーレンズを倒して格納
した状態で光源部への通電をＯＦＦとするように構成してあることを特徴とする上記請求
項１に記載の小型照準装置。
【請求項３】
　照準装置本体の前端壁に係止凹部を設け、キャップ体の前壁内部に該係止凹部と対応す
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る係止突片を設け、この係止突片を上記係止凹部に係止させてキャップ体を照準装置に被
せてあることを特徴とする上記請求項１又は２に記載の小型照準装置。
                                                                          
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、銃、小銃、特に小銃に使用して便利な通称ドットサイトと云われる小型照準装
置に関する。
【背景技術】
【０００２】
銃、小銃等に装着して使用される照準装置はよく知られている。この公知の照準装置は、
装置内に発光体を設け、この発光体から発行する光を装置内に設けたミラーレンズに投射
し、このミラーレンズに現出する焦点光を照準点とするものである。
このよく知られた照準装置は、全て筒状に構成されていた。そのため、筒状の照準装置が
銃の上部に突出して装着されるという課題があり、特に小銃の場合、照準装置が邪魔にな
り、ホルスターに容易に収納できないという課題があった。
発明者及び出願人は、上記課題を解決するため、銃に装着した状態で、突出度合いを小さ
くして、特に小銃の場合、照準装置を装着したままで容易にホルスターに収納することが
できる照準装置を開発し、既に提案したものである（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－２４９３３９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
上記先行技術は、電源部と光源部及びミラーレンズとからなり、このミラーレンズを起立
及び倒して格納可能に軸支してあり、このミラーレンズを挟んで電源部と光源部を配置し
、電源部と光源部との間に窪み部を設け、この窪み部にミラーレンズを倒して格納するよ
うにした構成にしてある。
この従前公知の照準装置は、電源部と光源部とミラーレンズとの配置位置をミラーレンズ
を挟んで電源部と光源部を設け、後部に光源部を配し、窪み部の光源部に近接する位置に
銃への取り付け孔を設け、この孔にネジを挿入して照準装置を銃に固定するようにしてい
た。
【０００５】
この照準装置の取り付け構造では、上記取り付け孔より前方の寸法が大きくなり、照準装
置を小銃に取り付けた位置で、電源部が小銃の薬きょうの飛び出しの邪魔になるという課
題が生じた。
本発明はこの新しい課題に鑑み、照準装置が薬きょうの飛び出しの邪魔になることのない
よう、更に小型に構成することを目的とするとともに、照準装置を水、塵埃から守るため
キャップ体を着脱自在に設け、このキャップ体の着脱に連繋してミラーレンズの起立及び
倒しを行う新規な小型照準装置を提供することを目的としたものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
そのために、本発明の小型照準装置は、次のような構成としてある。すなわち、特許請求
の範囲における請求項１に記載のように、
　電源部と光源部及びミラーレンズとからなり、このミラーレンズが格納される窪み部を
設けて、この窪み部の前端に上記ミラーレンズを起立及び倒して格納可能に軸支してあり
、この窪み部の後部に光源部を配し、この光源部の後部に電源部を配設し、上記窪み部の
後部に銃への取り付け孔を設けてあり、
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　上記窪み部を構成する側壁にバネ弾力によりミラーレンズ側に弾圧されたレンズホルダ
ー跳ね上げ操作部を前後方向に移動可能に設けてあり、この操作部の内部に設けた係止片
をレンズホルダーに設けた係止部との係合によりレンズホルダーを格納位置に係止格納す
るようにしてあり、
　照準装置本体にキャップ体を開放自在に設けてあり、
　キャップ体の側壁内面にカム傾斜部を設け、キャップ体の閉じ位置でこのカム傾斜部が
照準装置本体の跳ね上げ操作部の係止部との係合状態を解除するようにしてある、
ことを特徴とするものである。
【０００７】
また、本発明の小型照準装置は、上記ミラーレンズの起立状態で光源部への通電をＯＮと
し、ミラーレンズを倒して格納した状態で光源部への通電をＯＦＦとするように構成して
あることを特徴とするものである（請求項２対応）。
【０００８】
さらに、本発明の小型照準装置は、照準装置本体の前端壁に係止凹部を設け、キャップ体
の前壁内部に該係止凹部と対応する係止突片を設け、この係止突片を上記係止凹部に係止
させてキャップ体を照準装置に被せてあることを特徴とするものである（請求項３対応）
。
【０００９】
【発明の効果】
【００１０】
本発明の小型照準装置は、請求項１に記載のような構成とすることにより、照準装置とし
て更に小型にすることができ、銃に取り付けた状態で、薬きょうの飛び出しの邪魔になる
ことがないようにした効果を有する。
【００１１】
本発明の小型照準装置は、照準装置本体にキャップ体を開放自在に設けてあることを特徴
とするものであるから、照準装置を水、塵埃から守ることができる効果がある。以上に加
えて、キャップ体を開放するとレンズホルダー及びミラーレンズを自動的に跳ね上げ起立
させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明小型照準装置のミラーレンズを倒して格納させた状態の斜面図である。
【図２】本発明小型照準装置のミラーレンズを起立させた状態の斜面図である。
【図３】本発明小型照準装置のキャップ体を外した状態の斜面図である。
【図４】本発明小型照準装置のキャップ体を外した状態で、キャップ体の内部のカム傾斜
部を明らかにするため、キャップ体を反転させた状態の斜面図である。
【図５】本発明小型照準装置のキャップ体を施した状態を示す断面図で、キャップ体のカ
ム傾斜部と照準装置本体のレンズホルダーの係止部との関係を明らかにした断面図である
。
【図６】本発明小型照準装置のキャップ体を開放途中の状態を示す断面図で、ミラーレン
ズが起立している状態の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
以下、本発明の実施の形態について、詳細に説明する。
図１及び図２にそれぞれ本発明小型照準装置１の全体を示してあり、この小型照準装置１
は電源部２と光源部３とミラーレンズ４とからなり、図１にミラーレンズ４が倒れて窪み
部５に格納された状態を示してあり、図２にミラーレンズ４が起立している状態を示して
ある。
【００１４】
本発明小型照準装置本体１は、ミラーレンズ４が起立したり倒れたりする窪み部５の後方
位置に光源部３を配し、この光源部３の後方に電源部２を配置し、窪み部５と光源部３と
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の間の位置にこの小型照準装置本体１を銃に固定するための取り付け孔６を設けてある。
この構造とすることにより小型照準装置本体１の取り付け孔６より前方の寸法を短くして
あることを特徴とする。
【００１５】
光源部３には、ＬＥＤからなる発光源が内臓してあり、この光源部３の窪み部５に臨ませ
て開口した投光部７から起立したミラーレンズ４に向けて発光源からの光を投射するよう
にしてある。
ミラーレンズ４はレンズホルダー８に取り付けてあり、レンズホルダー８を窪み部５の前
端に起立、倒し自在に軸設してあり、この軸２１に巻バネ２２の弾力によりレンズホルダ
ー８を跳ね上げ起立するようにしてある。
【００１６】
図５及び図６に示すように照準装置本体１の前端部に光源部への通電をＯＮ，ＯＦＦする
ための操作杆９を設けてあり、この操作杆９にはＯＦＦ状態の突出方向に弾力を付与して
り、ミラーレンズ４が起立したときにレンズホルダー８の段部１０が操作杆９を押し下げ
光源部３への通電をＯＮするようにしてあり、レンズホルダー８が倒れたときには通電を
ＯＦＦするようにしてある。
【００１７】
窪み部５を構成する側壁１１にレンズホルダー跳ね上げ操作部１２を設けてある。このレ
ンズホルダー跳ね上げ操作部１２は、側壁１１に形成した前後方向の長孔１３と、長孔１
３を貫通する操作片１４とからなり、この操作片１４は常にミラーレンズ４の方向に弾圧
力が付与されている。この操作片１４には窪み部５内に突出する係止片１５を設けてあり
、この係止片１５がレンズホルダー８に設けた係合部１６と係合して、レンズホルダー８
の倒し位置を維持するようにしてある。そして操作片１４を後方に移動させて係止片１５
と係合部１６との係合を解除し、ミラーレンズ４を跳ね上げ起立するようにしてある。
【００１８】
本発明では、上記照準装置本体１をすっぽり被せるようなキャップ体１７を設けてある。
上記照準装置本体１の前端壁に一対の係止凹部１８，１８を設け、キャップ体１７の前壁
内部に対応する係止突片１９，１９を設け、この係止突片１９，１９を係止凹部１８，１
８に係止させてキャップ体１７を照準装置本体１に被せるようにしてある。
【００１９】
キャップ体１７の側壁内面に、照準装置本体１のレンズホルダー跳ね上げ操作部１２の係
止片１５に対応するカム傾斜部２０を設けてあり、キャップ体１７の閉じ位置でカム傾斜
部２０が照準装置本体１のレンズホルダー跳ね上げ操作部１２の係止片１５を操作し、こ
の係止片１５とレンズホルダー８の係合部１６との係合を解除するようにしてある。この
ことにより、キャップ体１７の閉じ位置において、レンズホルダー跳ね上げ操作部１２の
係止片１５とレンズホルダー８の係合部１６の係合が解除されているから、キャップ体１
７を開放するとレンズホルダー８及びミラーレンズ４は自動的に跳ね上げ起立するように
してある。
【００２０】
以上の通り、本発明小型照準装置では、小型にして銃に取り付けた状態でコンパクトであ
り、この小型にしたことで特に小銃に取り付けた状態で薬きょうの飛び出しの邪魔になる
ことがない。
また、キャップ体を設け、このキャップ体を小型照準装置本体に着脱自在に被せるから、
照準装置を水，塵埃から保護できるものである。
以上に加えて、キャップ体を開放するとレンズホルダー及びミラーレンズを自動的に跳ね
上げ起立させることができる。
【符号の説明】
【００２１】
１ 照準装置本体
２ 電源部
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３ 光源部
４ ミラーレンズ
５ 窪み部
６ 取り付け孔
７ 投光部
８ レンズホルダー
９ 操作杆
１０ 段部
１１ 側壁
１２ レンズホルダー跳ねあげ操作部
１３ 長孔
１４ 操作片
１５ 係止片
１６ 係合部
１７ キャップ体
１８ 係止凹部
１９ 係止突片
２０ 軸
２１ 巻きバネ

【図１】

【図２】

【図３】
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【図６】
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